




大分大学アドミッション・ポリシー

基本理念
人間と社会と自然に関する教育と研究を通じて，豊かな創造性，社会性及び人間性を備えた人材

を育成するとともに，地域の発展ひいては国際社会の平和と発展に貢献し，人類福祉の向上と文化
の創造に寄与することです。

教育の目標
１．学生の立場にたった教育体制のもとで，広い視野と深い教養を備え，豊かな人間性と高い倫理
観を有する人材を育成します。

２．ゆるぎない基礎学力と高度の専門知識を修得し，創造性と応用力に富んだ人材を育成します。
３．高い学習意欲をもち，たゆまぬ探究心と総合的な判断力を身につけ，広く世界で活躍できる人
材を育成します。

求める学生像
意欲をもち，将来への可能性を秘めている人を求めています。

１．幅広く，より深く学ぶための基礎的能力をもっている人
２．旺盛な知的好奇心をもち，新しい課題に積極的に取り組む人
３．自分のもつ資質を磨き，能力を伸ばしたい人
４．夢や目的をもち，周囲と協力しつつその実現に向けて努力する人
５．志をもって国際社会及び地域社会への貢献をめざす人
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工学部アドミッション・ポリシー

基本理念
質の高い特色ある教育と研究を通じて，世界に通用する科学技術を創造し，もって地域に貢献す

るとともに，豊かな創造性，社会性及び人間性を備えた人材を育成することです。

教育の目標
学生の立場にたった教育体制のもとで，自らの課題を探求する高い学習意欲と柔軟な思考力を有

し，国際基準を満たすゆるぎない基礎学力と高度の専門知識を備えるとともに，豊かな人間性と高
い倫理観を有する人材を養成することです。

求める学生像
環境や社会に対する影響も予見しながら自然との共生や，真に人類に役立つ技術とは何かを自ら

考え，先進的科学技術によって人類福祉に貢献する意欲をもち将来への可能性を秘めている人を求
めています。
以上の観点と本学の求める学生像から，具体的には，次のような人を求めています。
１ 工学の基礎をなす科目に対して基礎学力を備え，広範囲な事象に対して強い知的好奇心を
もっている人

２ 新しい課題を自ら見いだす着想力をもち，この課題に立ち向かう強い意志とねばり強さを
もっている人

３ 豊かな感性と表現力をもち，自立的に考えながらも他人と協力・共同して物事を実行して
いく姿勢をもっている人

４ 技術者として，国際舞台でリーダーシップと行動力を発揮することに強い意志をもってい
る人

特に，各学科では，次のような人を求めています。
〈機械・エネルギーシステム工学科〉
本学科は，機械に関する基礎技術と利用技術，メカトロニクス，ロボティクスなどの制御の分

野，新エネルギー，エネルギーの有効利用に関する技術開発および利用技術に重点を置く，機械
工学・電気工学の総合的な教育と研究を行います。
以上のような教育理念に基づき，本学科では次のような人を求めています。
１ 数学及び物理に関する基礎学力を備え，国語及び英語に関する基礎的な語学力も有し，自
分の意見を論理的に説明できる人

２ 自ら問題を見いだし，計画的にその解決をめざすことができるリーダーシップと行動力を
もっている人

３ ものづくりに興味があり，そのために必要な深い専門知識を身につけて創造的技術者や研
究者となることをめざし，それによって人のために役立ちたいという強い意志をもってい
る人

４ 地球規模での課題に問題意識をもち，それらの課題と技術との融合について関心をもって
いる人

〈電気電子工学科〉
本学科は，電気，電子，情報，通信等に代表される電気電子工学の広範な分野の中で，社会や
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環境に対する影響も予見しながら，人類の幸福・福祉に役立つ技術とは何かを積極的に考え，技
術の発展や学問の進展に貢献することのできる人材の育成を目的にしています。
以上のような観点から，本学科では次のような人を求めます。
１ 高等学校での基礎的な学習内容をよく理解して，電気電子工学並びに幅広い教養を学ぶた
めの基礎学力をもっている人

２ 現代社会の抱える課題や科学技術に関心があり，自ら学び理解しようという知的好奇心を
もっている人

３ 何事にも積極的にチャレンジする行動力をもっている人
〈知能情報システム工学科〉
本学科は，人の知を拡大する新世代知的ＩＴ（情報技術）革命の担い手となる国際的技術者・

研究者を育てるという教育理念に基づき，次のような人を求めます。
１ 情報科学の基礎から情報・知能工学の応用までの幅広い学習と研究に取り組むことができ
る基礎的な能力と旺盛な知的好奇心をもっている人

２ 高度情報化社会において，新たな課題を自ら見つけだし，解決することを通じて，地域社
会や世界に貢献したいという高い志をもっている人

３ 豊かな感性と表現力・コミュニケーション能力をもち，自ら考えて行動し，夢の実現に向
かってチャレンジすることができる人

〈応用化学科〉
私達が将来にわたって地球上で共存し幸福に暮らしていくためには，エネルギー・情報・環境

に関して生じてくる複雑な問題を科学的に解決していかなければなりません。化学は物質の存在
形態と変化の本質を明らかにしようとする学問ですから，種々の課題の解決における化学の知識
と技術の重要性は，新しく形を変えつつますます大きくなってきています。
本学科は，私達の生産活動，毎日の生活や自然現象を化学的な立場から自ら進んで考え，化学

技術によって人類福祉に貢献することのできる技術者，研究者の養成を目標にしています。
応用化学科の教職員は，一生懸命自分を高めようと頑張る学生諸君を力いっぱい支援します。
以上の観点から，本学科では次のような高校生や社会人を求めています。
１ 自然界や人間社会，産業社会のさまざまな現象について常に科学的・化学的観点から興味
をもつことができる人

２ 工学を学ぶために必要な，数学，化学とともに物理あるいは生物について基礎学力をもっ
ている人

３ 英語，国語の基礎的語学能力をもとに，与えられた課題について論理的かつ自由な発想で
考え，意見を発表することができる人

４ 学習の目標を達成する強い意志をもっている人
〈福祉環境工学科〉
本学科は，すべての人が幸福を感じられる高度福祉社会を，工学的側面から実現するための研

究開発と人材養成を行うことを理念にしており，このような目標に向かって努力できる人を求め
ています。
・建築コース
建築は生活の器として人間に密接な存在であり，都市や地域の環境を構成する基本的な要素

です。そのため，建築には自然と共生しながら，人間生活の安全性・快適性を追求し，その質
を向上させながら，長年にわたって持続させていくことが要求されます。したがって，自然科
学や工学の分野だけでなく，人文，社会科学から芸術にわたる幅広い知識が必要となります。
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本コースでは，高度化・多様化・国際化している社会のニーズに対応できる豊かな発想力，
豊かな人間性及び幅広い見識を兼ね備えた建築家，建築技術者，研究者の育成を目標としてい
ます。そのため本コースでは以下のような意欲と情熱をもつ人を求めています。
１ 工学，人文，社会科学並びに芸術の分野に関心があり，幅広い専門知識を身につけ社会
に貢献できるエキスパートをめざしている人

２ あらゆる立場の人とコミュニケーションできる能力と見識を有する技術者になりたいと
いう旺盛な意欲をもっている人

３ 自ら課題を見つけだし，それを解決できる行動力と柔軟な思考力を獲得するため努力を
する人

・メカトロニクスコース
機械部品と電気部品とその制御装置が複合されたメカトロニクス装置（=Mechanics+

Electronics，ロボットはその一例）は，多くの人の負担を軽減すると共に，今まで人しかでき
なかった作業も可能にしつつあります。
本コースは，このメカトロニクス装置に関する技術を通じて社会のニーズに貢献するメカト

ロニクス技術者・研究者の育成を目標とし，次のような人材を求めています。
１ 自分の力を人々の生活の質の向上に役立てようとする気持ち『福祉マインド』を持ち，
これを育もうとする人

２ 理工学，人文並びに社会科学の分野に関心があり，メカトロニクスに関する幅広い専門
知識を身につけ社会に貢献できるエキスパートをめざしている人

３ 国際的なコミュニケーション能力を有する技術者になりたいという強い意志をもってい
る人

４ 自ら課題を見つけだし，それを解決できる行動力と柔軟な思考力をもっている人

入学者選抜の基本方針
本学部では，多様な観点から受験者の学力や資質をみるため，一般入試（前期日程・後期日程）

のほか推薦入試，帰国子女入試，私費外国人留学生入試等を実施し，アドミッション・ポリシーに
そって学生を選考します。
・一般入試（前期日程）
大学入試センター試験（５教科７科目）および個別学力検査（数学，理科）により，専門分野

の学習に必要な基礎学力を見ます。
・一般入試（後期日程）
大学入試センター試験（５教科７科目）により，専門分野の学習に必要な基礎学力を見るとと

もに，個別学力検査（面接）により，専門分野への関心や意欲と自己表現力を見ます。
・推薦入試
大学入試センター試験および個別学力検査を免除し，調査書，推薦書，基礎能力試験および面

接により総合的に評価し，選抜します。基礎能力試験では，いくつかの設問を通じて，基礎能力
を含む論理的思考力，課題解決能力を見ることで，受験者の工学分野への適性をはかります。ま
た面接では，専門分野への関心・意欲・理解を見るとともに，積極性，自己表現力を見ます。ま
た基礎学力に関する試問も含み，理解力・論理的思考力・表現力についても評価します。

・帰国子女入試
大学入試センター試験を免除し，本学で実施する学力検査（数学，理科，英語），面接，提出

書類により総合的に評価し，選抜します。面接では，専門分野への関心・意欲・理解を見るとと
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もに，積極性，自己表現力を見ます。また基礎学力に関する試問も含み，理解力・論理的思考
力・表現力についても評価します。

・私費外国人留学生入試
日本留学試験ならびに本学で実施する学力検査（数学，理科，英語），面接により総合的に評

価し，選抜します。面接では，日本語能力，専門分野への関心・意欲・理解を見るとともに，積
極性，自己表現力を見ます。また基礎学力に関する試問も含み，理解力・論理的思考力・表現力
についても評価します。

・第３年次編入学
面接，提出書類により総合的に評価し，選抜します。面接では，簡単な筆記試験及び口頭試問

により，基礎学力や専門分野の学力を見るとともに，専門分野への意欲，積極性，論理的思考力，
自己表現力についても評価します。

大学入学までに身につけてほしい教科・科目等
工学部の教育においては，高等学校において学習する下記のような教科・科目の内容を理解して

いることが望まれます。高等学校の教育課程や入試区分等の違いもあるため，理解のレベルは個人
によりそれぞれ異なると思います。不足していると思われる項目については，入学までに身につけ
るよう期待します。

国 語：基礎的な文章読解力，論理的説明能力，作文能力
地理歴史・公民：地理，歴史，経済，社会などの基礎的な知識
数 学：「数学Ⅰ」，「数学Ⅱ」，「数学Ⅲ」，「数学Ａ」，「数学Ｂ」，「数学Ｃ」
理 科：「物理Ⅰおよび物理Ⅱ」，「化学Ⅰおよび化学Ⅱ」
外国語（英語）：基礎的な文章読解力およびコミュニケーション能力

－5－



１ 募集学科，募集年次及び募集人員

備考：志望学科は，第１志望学科のみです。
〔注〕福祉環境工学科には建築コース（50名）とメカトロニクスコース（30名）の２コースがあ

ります。入学後は志願時に希望したコースに所属して学びます。

２ 出願資格
次のいずれかに該当する者です。

⑴ 工業に関する学科を置く高等専門学校又は理工系短期大学を卒業した者及び平成25年３月卒業
見込みの者で，学業成績が上位に属し，出身学校長が責任をもって推薦できる者
ただし，志望可能な学科と高等専門学校又は理工系短期大学の対象となる学科は下表のとおり

です。

⑵ 専修学校の専門課程のうち，文部科学大臣の定める基準を満たすものを修了した者又は平成25
年３月修了見込みの者（学校教育法第90条に規定する者に限る）で，学業成績が上位に属し，出
身学校長が責任を持って推薦できる者
文部科学大臣が定める基準とは，「修業年限が２年以上で，かつ課程の修了に必要な総授業時

間が1,700時間以上」です。
⑶ 他の大学に２年以上在学し（休学期間を除く）62単位以上修得した者及び平成25年３月までに
62単位以上修得見込みの者
ただし，志望可能な学科と他の大学の対象となる学科は下表のとおりです。

⑷ 大学を卒業し，学士の学位又は称号を有する者及び平成25年３月卒業見込みの者
⑸ 大学評価・学位授与機構から学士の学位を授与された者及び平成25年３月までに授与される見
込みの者
〔注〕⑵で受験しようとする者の志望可能な学科と専修学校の対象となる専門課程の対応関係は，

⑴に準じますが，詳細については事前に学生支援部入試課入試企画グループに必ず問い合
わせてください。
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募集人員募集年次学 科

全学科で10名３年次

機械・エネルギーシステム工学科
電 気 電 子 工 学 科
知 能 情 報 シ ス テ ム 工 学 科
応 用 化 学 科
福 祉 環 境 工 学 科

高専，短大の対象となる学科学 科
機械系（制御系を含む）学科，電気系学科機械・エネルギーシステム工学科
電気・電子系学科，制御系学科，情報系学科，通信系学科電 気 電 子 工 学 科
情報系学科，通信系学科，電気・電子系学科知 能 情 報 シ ス テ ム 工 学 科
化学に関連する学科応 用 化 学 科
建築コース－建築系学科，土木系学科福 祉 環 境 工 学 科 メカトロニクスコース－機械系学科，電気系学科，情報系学科

他の大学の対象となる学科学 科
機械系（制御系を含む）学科，電気系学科機械・エネルギーシステム工学科
電気・電子系学科，制御系学科，情報系学科，通信系学科電 気 電 子 工 学 科
情報系学科，通信系学科，電気・電子系学科知 能 情 報 シ ス テ ム 工 学 科
化学に関連する学科応 用 化 学 科
建築コース－建築系学科，土木系学科福 祉 環 境 工 学 科 メカトロニクスコース－全ての学科



３ 入学時期及び修業年限
⑴ 入学の時期は，平成25年４月です。
⑵ 入学者の修業年限は２年です。

４ 入学後の単位修得
入学後３年次終了時までに，本学部で定める所定の単位を修得した場合は，入学後２か年の在籍

年数で卒業可能ですが，修得できない場合は，３か年以上の在籍年数が必要です。

５ 出願手続
⑴ 出願期間
平成24年５月21日（月）から平成24年５月25日（金）までの間
受付時間は，各日とも９時から17時までです。
なお，郵送による場合は，５月25日（金）17時必着です。

⑵ 出願方法
入学志願者は，下記の出願書類等を整えて，持参又は郵送により提出してください。
なお，郵送の場合は書留とし，封筒に「工学部第３年次編入学出願書類在中」と朱書きしてく

ださい。
提出先 〒870－1192 大分市大字旦野原700番地

大分大学学生支援部入試課入試企画グループ（工学部編入学）
⑶ 出願書類等
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本学部所定の用紙に必要事項を記入し，所定の箇所に写真（縦４㎝×
横３㎝，上半身，正面向きで本人であると確認できるもの）を貼って
ください。

入 学 志 願 書

受 験 票

本学部所定の用紙により出身学校長が作成し，厳封したものです。
（出願資格の⑴又は⑵に該当する者のみ。）推 薦 書

最終出身（在学）校が作成し，厳封したものです。卒業（見込）証明書
成 績 証 明 書

様式は問いません。
（出願資格の⑴又は⑵に該当する者のみ。）

現在履修中及び履修
予定の単位数を明記
した授業科目一覧表

本学部所定の用紙を使用してください。
（出願資格の⑶に該当する者のみ。）志 望 理 由 書

①②のいずれかの方法でお支払いください。

①金融機関（郵便局を含む）でお支払いの場合
本学所定の振込用紙を用い，必ず窓口でお支払いください（ATM不
可）。
お支払い後は「振替払込受付証明書（大学提出用）」を受験票の
貼付欄に貼ってください。

②コンビニエンスストア（一部）でお支払いの場合
下記ＵＲＬから申し込み，受付番号を入手後コンビニエンススト
アでお支払いください。

入学検定料払込証明書
（30,000円）



⑷ 受験票の交付
受付完了後，受験票等を本人に交付します。

６ 障がいのある者等の事前相談
障がいを有する等，受験上特別な措置及び修学上特別な配慮を必要とする可能性がある入学志願

者については，下記要領で申し出てください。
⑴ 申出期限
平成24年５月８日（火）までに申し出てください。
ただし，期限後に不慮の事故等により身体等に障がいのあるような状態になった場合には，そ

の旨申し出てください。
⑵ 申出方法
申請書（健康診断書等必要書類添付）を提出し，必要な場合は本学において，志願者又はその

立場を代弁し得る関係者等との面談を行います。なお，申請書は申し出のあった方に郵送等でお
渡しします。

⑶ 申出先
〒870－1192 大分市大字旦野原700番地

大分大学学生支援部入試課入試企画グループ TEL097－554－7471

７ 選抜方法
入学者の選抜は，出願書類及び面接に基づいて総合判定します。
なお，福祉環境工学科以外の学科の面接試験においては，当該志願学科関連分野の基礎学力を問

う簡単な筆記試験を含みます。

８ 面接の日時等
⑴ 平成24年６月12日（火）９時30分から
⑵ 試験場 大分大学工学部
⑶ 遅刻による試験室への入室限度時刻は，試験開始後20分です。
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お支払い後は，「収納証明書（コンビニエンスストアによっては領
収書）」を受験票の貼付欄に貼ってください。
・パソコンからの本学ホームページ（http://www.oita-u.ac.jp/）
メニュー → 入試情報 → 入学検定料のコンビニ収納 から
申し込んでください。

・携帯電話からの申込みＵＲＬ（http://www.oita-u.net/mobile/）
※フィルタリングサービスをご利用の携帯電話からは，
アクセスできないことがあります。

※手数料は本人負担です。
※納入した検定料は返還できません。
本要項に添付している住所シール全てに志願者の郵便番号，住所，氏
名（合格通知を受け取る場所）を記入してください。出願資格の⑴又
は⑵に該当する者については，出身学校の住所，学校名等も併せて記
入してください。

住 所 シ ー ル

郵送により出願する場合のみ，長形３号の封筒の表に，郵便番号，住
所，氏名を記入のうえ，350円分の切手を貼ってください。受験票返信用封筒



９．不正行為の取扱い
⑴ 次のことをすると不正行為となります。不正行為を行った場合は，その場で受験の中止と退室
を命じられ，それ以後の受験はできなくなります。また，受験した試験のすべての教科・科目の
成績を無効とします。
ア）入学志願書，受験票又は解答用紙へ故意に虚偽の記入（入学志願書に本人以外の写真を貼る
ことや解答用紙に本人以外の名前・受験番号を記入するなど）をすること。

イ）カンニング（カンニングペーパー・参考書・他の受験者の答案等を見ること，他の人から答
えを教わることなど）をすること。

ウ）他の受験者に答えを教えたりカンニングの手助けをすること。
エ）試験時間中に，問題冊子を試験室から持ち出すこと。
オ）解答用紙を試験室から持ち出すこと。
カ）｢解答はじめ｡」の指示の前に，問題冊子を開いたり解答を始めること。
キ）試験時間中に，携帯電話や電子辞書，ICレコーダー等の電子機器類を使用すること。
ク）試験時間中に，定規，コンパス，電卓等の補助具を使用すること。
ケ）「解答やめ。鉛筆を置いて問題冊子を閉じてください。」の指示に従わず，鉛筆や消しゴムを
持っていたり解答を続けること。

⑵ 上記⑴以外にも，次のことをすると不正行為となることがあります。指示等に従わず，不正行
為と認定された場合の取扱いは，上記⑴と同様です。
ア）試験時間中に，携帯電話等の電子機器類や定規，コンパス，電卓等の補助具をかばん等にし
まわず，身に付けていたり手に持っていること。

イ）試験時間中に携帯電話や時計等の音（着信・アラーム・振動音など）を長時間鳴らすなど，
試験の進行に影響を与えること。

ウ）試験に関することについて，自身や他の受験者を利するような虚偽の申し出をすること。
エ）試験場において他の受験者の迷惑となる行為をすること。
オ）試験場において試験監督者等の指示に従わないこと。
カ）その他，試験の公平性を損なうおそれのある行為をすること。

10 合格者発表
日 時 平成24年６月22日（金） 10時
場 所 大分大学教養教育棟前掲示板

合格者に対しては，「合格通知」を発送するとともに，出願資格の⑴又は⑵に該当する
者については，出身学校長に文書により志願者の合否を通知します。
なお，電話による問い合わせにはお答えできません。

11 入学確約書の提出
出願資格の⑴又は⑵に該当する者で，入学試験による選考の結果，合格通知を受けた者は，入学

確約書（所定の用紙）を平成24年７月２日（月）17時までに，持参又は郵送により提出してくださ
い。期日までに提出が無い場合は，入学を辞退したものとして取り扱います。
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12 卒業証明書・成績証明書の提出
出願時に卒業見込証明書，現在履修中の授業科目一覧表を提出した者は，卒業証明書及び最終の

成績証明書を入学手続き時に提出してください。

13 入学手続
⑴ 入学手続期間
平成25年３月下旬（詳細な日時方法等は未定）に手続きしてください。

⑵ 提出書類等
提出書類等入学手続きの詳細については，合格通知時に併せて通知します。

⑶ 入学料及び授業料
① 入学料 282,000円
② 授業料 535,800円（前期分267,900円 後期分267,900円）

注１ 入学料及び授業料については免除・徴収猶予・奨学融資の制度があります。学生支援課
奨学支援グループ（TEL097－554－7386）へ問い合わせてください。

注２ 授業料については，希望により前期分の納付の際に，後期分も合わせて１年分の納付も
できます。

注３ 入学料及び授業料は改定の可能性があります。
なお，在学中に授業料改定が行われた場合には新授業料が適用されます。

注４ 既納の入学料は返還できません。

14 その他
⑴ 出願後は，提出書類の内容の変更は認めません。
⑵ 提出書類等の不備なものは受け付けません。
⑶ 出願書類及び入学検定料は，受付完了後はいかなる理由があっても返還しません。
⑷ 記載事項に虚偽の記入をした者は，入学後でも入学許可を取り消すことがあります。
⑸ 入学志願者から提出された出願書類等に記載されている個人情報については，独立行政法人等
の保有する個人情報の保護に関する法律及び国立大学法人大分大学個人情報保護ポリシーに基づ
き，入学者選抜に係る業務・統計処理などの付随する業務以外には利用しません。ただし，入学
料・授業料免除（猶予）及び奨学金を申請した者にあっては，選考資料として利用します。

⑹ 東日本大震災に関する特別措置（入学検定料等）につきましては，本学ホームページ「東日本
大震災への対応に関する情報」でお知らせします。

７ 編入学試験についての問い合わせ先
〒870－1192 大分市大字旦野原700番地

大分大学学生支援部入試課入試企画グループ TEL097－554－7471
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●交通アクセス
〈ＪＲ利用〉
ＪＲ豊肥本線「大分大学前駅」下車（大分駅より約12分：240円），工学部まで徒歩約15分。
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